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From Editors

▼今回が最後の記事となりました。２年
間いろいろ勉強させてもらいました。本
当にありがとうございました。
� （後輩のみんながんばれ；Leap year）
▼今月号から、新入部員が編集に加わり
ました。フレッシュな感覚を大切にして
いってほしいと思います。
� （年寄りくせぇ；ロビ）
▼この夏の目標は美白。� （はぴねす）
▼辛い試験を乗り越えたら夏休みですね。
今年の夏は海で思い切り泳ぎたいです。

（無人島に行きたい；ココアリキュール）
▼今年の夏もポケモンの映画を見に行き
たいです。ポケモンは日本の文化なり。

（161番；おーたっち）
▼もうすぐ夏休みかぁ。今年の夏休みこ
そ毎日早起きして有意義に過ごしたいな
ぁ。� （毎年３日で崩れる；じゃん）
▼世の中には無駄が多すぎると思う。で
も、無駄のない世界に住みたいとは思わ
ない。� （とうめいRunner）
▼日焼けするのは嫌だけど、全く日焼け
しないくらいに引きこもるのはもっと嫌
だなぁ、と思う今日この頃。
� （というわけで引退します；神様）
▼この冊子が出る頃には、もう初テスト
� （実はデビュー記事；ロジオン）
▼今月号はいろいろと調べさせられたな
ぁ。毎日京みやげを食べたり、緑茶入り
パンナコッタを食べたり、恋文…は書い
てないや。�
� （就活はしてみたいな；ならっちょ）
▼早く来ないかなぁ、夏休み…
� （試験が恨めしい；A－K）

普通人（以下普）：さて、今月も十人十
色の時間がやってきました！ 今月の
テーマは「私の周りの変な人。」、京大
生は「変」差値が高いらしいですが、
一体どんな変人が登場するのでしょう
か。今月はわたくし普通人と一人十色
でお送りいたします。

一人十色（以下一）：俺たちは普通だよ
な～。

普：いや、君のその服装はあきらかにヤ
バいと思う。

一：どうせ文字だけじゃ読者には見えな
いんだからいいんだよ！ さあ早速い
ってみよ～。

私の周りは変な人ばっかりなので「変

である」ことは普遍的現象です。つまり

私の周りには変な人はいません（普遍的

性質を持った人間のみで構成）。ちなみ

に私は普通の人間です。

� （法・４  ごごご）

この大学にいる限り、周りの人は全て

変なんだと思っている。今すれ違った人

もきっと…!!� （文・３  りんた）

私がいちばん変だと思う…。

� （教・２  せいうち）

周りに変人などいない。皆、私より普通。

� （医・５  ＲＯＣＫ）

普：周りが変人だらけだから「変」＝「普
通」になるということか…なるほど。

一：ほら言ったろ、俺は普通だって。
普：京大限定でだけどね。なんだか政治

家みたいだな。「永田町の常識は世間
の非常識」みたいな？

大学に入ってから１回しか髪を切りに

行ったことがない。�（工・４　ペイン）

友人のＡ君は家に風呂がないので鴨川

で体洗ってます。春が来て、においも解

消に向かっているようです。

� （法・３　まっつ）

髪やひげをのびるままに放置し、一定

以上の長さになったと感じたらどちらも

まとめてそってしまうＮ君。

� （医・２　ヤカン）

普：鴨川で体を洗うなんて…カップルに
見られてしまう!?

一：きっと露出するのが趣味なんだよ。
ほら、最近暑くなってきたから脳みそ
がオーバーヒートしちゃったとかさ。

普：でもこの人は冬でも洗ってるんだよ
ね…。

履修登録確認表にはスポーツ実習以

外１コマも登録されていなかった。

� （工・１　チャリで15分）

Ｍ君はいつも授業に出ています。

� （経・３　ムーネンペ）

普：きちんと登録しているのにスポーツ
実習しか出席していない人というのは
いないのかな？ 授業に出ないのが普
通なのか？

一：ちなみに俺の今週の出席コマ数は４
コマだよ。

普：へ、そんなに少ないの？
一：だって今日はまだ月曜日だもんね。

全部出席しても５コマにしかなんない。
普：…、結構まじめなんだね。

白ジーンズに真っ白なＴシャツを着て

くるのが趣味な人。白すぎ。

� （工・院　まあがりん）

携帯の調子が悪いと思ったら隣の京大

生が電波を発していた。

� （工・２　三代目）

一：それは一時期流行ったス○ラー波が
出ていたのだと思うよ。

普：おいおい、そんなわけないだろ。

焼き鳥の軟骨を骨をとって食べた母。

� （法・１　パルメザンチーズ）

豆腐にケチャップをかけている人をル

ネで見かけた。ほうれん草にもかけてい

た。� （理・２　犬）

普：それにしても焼き鳥の軟骨から骨を
とるとどうなるんだろね。

一：ふふふ、君のような凡人には見えな
いんだね。私のようなえら～い人間に
は見えるんだけどね。おいしそうな焼

き鳥が。
普：それって裸の王様じゃん。
一：そうじゃよ朕は王なのじゃ！
普：（うわ～、やばいよこいつ…）

サウスポーの「サ」は「左」だと思っ

ていたＫ君（ちなみに右利きのことはウ

（右）スポーだと思っていたらしい）。

� （医・３　わがかがわ）

彼との会話で彼から発せられる言葉の

８割は「眠たい」と「腹減った」だけだ。

� （工・４　虚構）

献血が趣味だという人がいる。

� （総・３　さんしょ）

Ｋ君は酒が入ると謝り続ける。（coda）

普：お酒が入ると人格変わる人って結構
いるよね。

一：ふふふ、たとえば昨日の君とか？
普：え？ 昨日何かあったっけ？
一：覚えていないのか。全くしょうがな

いヤツだ。大変だったんだぞ。
普：全然記憶がない…昨日一体何があっ

たんだ～！
一：あ、もう時間だ。終わらないといけ

ないよ。それではみなさん次回の十人
十色をお楽しみに！

十人十色十人十色

関西人じゃないのでネタが思い浮かびません…	 	 	 	 	 	     （総・４・Eugene)
  　　　　

「らいふすてーじ」に関するご意見・ご
感想は、中綴じの「読者カード」に記
入の上、生協各店舗の「ひとことPOST」
にお入れください。また、E-mailでも受
け付けております。

lifestage@s-coop.net

たくさんの投稿、お待ちしております。

私の周りの変な人。

５月号特集

「インタビュー

　ロザン・宇治原史規さん」

《色紙当選者》

・井原　隆文様（工・院）

・山田　純　様（理・４）

・鈴木由紀子様（文・３）

おめでとうございます。

色紙は郵送致します。

「もしもあの日に
戻れるのなら…」

皆さんはもしもあの日に戻れるのならば何をしますか？
皆さんのご応募お待ちしています。
例○昨日に戻って英語のテストを受け直す。
○できれば自分が生まれてこなかったことにしてお
き�たい…。

十人十色　11月のテーマ
ヨコのカギタテのカギ

　二重枠の文字を並べ
替えてある有名人の名

前を完成させてくださ

い。�（出題：ロジオン）

「助言」を英語で
初々しいこと。「初」と書く
ニュージーランドの果物
洪水、水死、難破
睫毛の長い砂漠の動物
巧みに人を欺いて財物をだまし
とる人　
１位の人がもらうメダルの色
ヨーロッパ西部の大河の名前
首の長いお化け。「○○○くび」
ギリシア文字τ
フランス南東部にある工業都市
医短、実験、天使
昭和48年、昭和60年、平成９年
に共通すること
危険。「○○○を伴う」
面白みのないこと。「○○乾燥」
鴨川の東、三条通の北の地域の
区名

夏の次、冬の前
世の中が騒がしく乱れること
エンジンをつけた自転車
まっくろくろすけの主成分
長くてヌルヌルした魚
文よりも大きい言語単位
これをめぐって一族が骨肉の争
いをすることもある
大学に入って、○○○したなあ
キュリー夫人にちなんでつけら
れた原子番号96の元素
歌、カルタ、坂
輪舞曲のこと
logのこと
ちなみ、ゆかり。「昔の○○○」
苦心して様々に考えること
それとなく気づかせること
１から９までのかけ算表

５月号の当選者
答：花

応募総数      名

正解者　　　　名

当選者　　　　名

・宮本　圭知様（教・１）

・荻野　佑磨様（法・２）

・西谷　諒　様 （理・２）

・森田　大輔様（農・２）

・高原　朋子様（教・２）

・鵜飼　賢　様 （工・３）

・曽根　大輔様（教・３）

・藤田　潤平様（工・４）

・鎌田　靖幸様（工・院）

・西　　浩孝様（理・院）
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130
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賞品のプリペイドカードは
当選者に直接郵送致します。

読者カードに答えを書いて生協の食堂

や購買に置いてある「ひとことPOST」に

お入れ下さい。　（７月末日まで）

抽選で毎月10名様に、生協プリペイド

カード1000円分をプレゼントします。

・

・

アパートの「大家さん」って、名字が「大家」じゃないとなれないものだと思っていた（中学１年まで）。こんなんで京大生を名のって
いいんでしょうか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（理・１　あるまじろ）
　⇒もちろんですよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ついこの間まで台風一家だと思っていた編）
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